



















































































































































お の ざ と
野里有
ゆ う き
紀、五味　暁憲、高橋紗也子、長岡恵美子、江原　彩莉、
難波　侑里、黒岩　明里、木村千亜貴、田中　淳子、高坂　陽子、
深澤　　充、内山　嘉夫
【目的】術後合併症を防ぐ目的で行う周術期口腔機能管理（周管）を受ける患
者は，原疾患によって年齢層，術式，術後経過など条件が多岐にわたること
から，周管は患者の条件に沿った対応が必要と考える。今回われわれは，原
疾患に対応した周管を確立する目的で，周管を実施した患者の口腔状態につ
いて原疾患別に調査した。
【対象】2015年4月から2016年3月の間に当科で周管を行った患者は763名であ
り，大腸癌149名，胃癌57名，肺癌107名，乳癌55名，食道癌6名を対象とした。
【方法】診療録をもとに各疾患群の患者の年齢，性別，残存歯数，術前PCR値，
かかりつけ歯科医院の有無，定期受診の有無，セルフケア回数を調査し，各
疾患群間で比較検討した。
【結果】平均年齢は乳癌が59.6歳と最も低く，次いで食道癌の66.1歳であっ
た。性別では乳癌を除くと各群とも男性の方が多かった。平均残存歯数は乳
癌，食道癌が多く，肺癌が最も少なかった。口腔衛生状態良好とされるPCR
値20％以下の割合は，各群とも20％以下であり，PCR値80％以上の割合は胃癌，
大腸癌で多かった。セルフケア回数は平均2回であり，食道がんでは全くケア
を行わない割合が20％であった。
【考察】各疾患によって口腔衛生状態が異なることが示された。口腔衛生状態
は加齢に伴い不良になる傾向にあると報告があるため，好発年齢が高い疾患
は術前の口腔衛生状態が不良であることを予想して周管の回数や方法を決め
る必要があると考えられる。一方，平均年齢が低かった食道癌患者の口腔衛
生状態やセルフケア回数は思わしくない結果が示されたことなどから，各疾
患患者の口腔衛生状態の特徴を知り，それに応じた周管を行う必要性が示唆
された。
